
No 4 3 2 1 平均 2022 2021 2020

目
標 3 33 2 0 3.0 3.2 3.0 2.9

1 11 27 0 0 3.3 3.4 3.3 3.4

2 1 29 8 0 2.8 3.1 2.9 2.6

3 2 29 7 0 2.9 3.0 2.6 2.5

4 2 18 17 0 2.6 2.7 2.6 2.3

5 3 30 4 0 3.0 3.1 3.1 3.0

6 9 22 6 0 3.1 3.2 2.9 2.9

7 21 16 1 0 3.5 3.7 3.5 3.6

8 11 23 2 1 3.2 3.1 3.2 3.1

9 3 30 4 0 3.0 3.2 3.0 2.8

10 4 21 12 0 2.8 3.1 2.9 2.8

11 9 26 0 0 3.3 3.3 3.3 3.2

1 8 20 0 0 3.3 3.3 3.3 3.4

2 4 21 1 0 3.1 3.1 2.9 2.8

3 4 22 2 0 3.1 3.1 3.0 3.1

1 8 25 0 0 3.2 3.4 3.3 3.1

2 10 21 1 0 3.3 3.3 3.3 3.3

3 13 22 0 0 3.4 3.5 3.1 3.2

4 12 19 0 0 3.4 3.4 3.3 3.4

5 7 25 0 0 3.2 3.2 3.1 2.9

6 9 20 1 1 3.2 3.4 3.1 3.1

7 6 20 5 1 3.0 3.1 3.0 3.0

1 3 29 3 0 3.0 3.0 2.9 2.6

2 1 28 6 0 2.9 2.6 2.6 2.4

3 2 32 1 0 3.0 2.9 2.9 3.0

1 3 28 3 0 3.0 2.9 3.0 2.8

2 5 24 4 0 3.0 2.9 2.8 2.8

3 2 23 9 0 2.8 2.8 2.6 2.8

1 8 22 2 0 3.2 3.1 3.0 2.8

2 4 20 6 0 2.9 3.2 3.0 3.1

3 6 24 2 0 3.1 3.0 3.0 3.1

職
員
会
議

協働実践に結びつく共通理解の場となっていた。

会議設定の曜日・時間帯・回数は適切であった。

意見を出しやすい雰囲気であった。

職
員
研
修

研修の計画・運営は適切であった。

教科や道徳など、授業研究に改善がみられた。

日頃から仲間同士でお互いに高め合う雰囲気がある。

学
習
面

教科の学習への興味関心、意欲、態度を高める工夫をし、わかる
授業に心掛けている。

適切な課題を出すなどし、家庭学習習慣が身につくように工夫し
ている。

進路相談をもとに、発達段階に応じた適切な進路指導ができてい
る。

校
務
分
掌

適材適所に配置されていた。

特定の人に負担が偏ることなく、公正公平に配置されていた。

自分自身の分掌は、しっかりと推進できた。

学
校
と
家
庭
の
連
携

学校から家庭への情報提供（各種たより・案内文等）は適切に発
信されている。

教育相談の充実を図る等、生徒の内面理解に努めた。

開かれた学校づくり（懇談会・授業参観・オープンスクール・様々
な行事等）が適切に進められている。

生徒のことにつて、家庭との連絡・連携を適切に行った。

ＰＴＡの活動は、時期や回数など適切な活動内容である。

部活動は過度になり過ぎることなく、適切に推進されていた。

生徒のことで悩み事や困ったことがあるとき、相談されることがあ
る。

３　　職員による学校評価

評　価　の　観　点

「明るく・楽しく・伸び伸びと　勢いのある神河中学校」は、達成さ
れた。

生
活
面

生徒達が生き生きと学校生活を送れるよう努めた。

生徒は社会ルールや校則を守り、毎日正しい生活を送っている。

生徒は基本的な生活習慣（挨拶・言葉遣い・身なり等）が身につ
いている。

生徒は清掃活動・奉仕活動等、進んで働く態度が身についてい
る。

生徒は係の仕事・当番の仕事等、責任感を持って働く態度が身に
ついている。

生徒は生徒会活動・専門部活動等、創意工夫を凝らし活発に取
り組んでいる。

生徒は学校行事に積極的に取り組んでいる。（取り組んだ）

生徒は部活動に意欲的に取り組んでいる。（取り組んだ）

生徒は自分も他人も大切にし、誰に対しても思いやりを持って接
する態度が身についている。

登下校の安全に気を配り、交通安全やマナー向上の指導はよく
なされた。

教育相談の充実を図る等、生徒の内面理解に努めた。



No 4 3 2 1 平均 2022 2021 2020

1 7 21 0 0 3.3 3.3 3.3 3.3

2 7 15 5 0 3.1 3.0 2.8 2.8

3 3 21 4 0 3.0 3.2 3.1 3.1

4 4 22 4 0 3.0 2.9 2.9 2.8

5 8 16 2 0 3.2 3.4 3.2 3.2

1 5 19 2 0 3.1 3.3 3.2 3.1

2 4 19 4 0 3.0 3.1 2.9 2.9

3 2 15 10 0 2.7 2.8 2.6 2.5

4 5 18 4 0 3.0 3.0 3.1 3.1

5 6 20 1 0 3.2 2.3 3.1 2.7

1 6 22 0 0 3.2 3.3 3.3 3.3

2 8 20 1 1 3.2 3.3 3.2 3.1

3 8 16 5 2 3.0 3.1 3.0 3.2

4 11 18 2 0 3.3 3.7 3.5 3.6

1 5 18 6 1 2.9 3.0 3.1 3.2

2 6 19 6 0 3.0 3.2 3.1 3.2

3 4 21 5 0 3.0 3.0 2.6 2.9

1 9 25 1 0 3.2 3.4 3.1 3.1

2 6 27 0 0 3.2 3.4 3.2 3.3

3 7 24 1 0 3.2 3.3 3.2 3.3

4 8 24 0 0 3.3 3.6 3.2 3.5

1 7 20 1 0 3.2 3.3 3.1 3.2

2 4 22 2 0 3.1 3.2 3.0 3.1

1 6 20 2 0 3.1 3.2 3.0 3.0

2 8 16 2 0 3.2 3.2 3.0 3.3

3 6 17 3 2 3.0 3.1 2.7 3.1

4 9 17 1 0 3.3 3.4 3.3 3.5

1 8 22 4 0 3.1 3.0 2.9 2.9

2 9 13 10 1 2.9 2.8 2.7 2.4

3 5 21 4 1 3.0 2.9 2.8 2.6

4 10 16 6 0 3.1 3.0 3.0 2.8

395 1353 207 11 3.1 3.1 3.0 3.0

総
合

総合的な学習の時間は計画的に実施できた。

総合的な学習の時間のねらいが達成できた。

総計

部
活
動

学校教育目標を達成するための取り組みにすることができた。

顧問として責任ある指導に努めた。

部活動を指導することに充実感を感じた。

保護者は活動に理解があり、協力的であった。

業
務
改
善

仕事に優先順位をつけ、効率よく仕事をこなすことができた。

定時退勤日を意識し、計画的・効率的に仕事に取り組んだ。

行事の精選や改善に向け、ＰＤＣＡのサイクルを遵守した。

記録簿を定期的につけることによって、自分の勤務時間の把握に
努めた。

特
別
活
動

好ましい人間関係や豊かな集団生活が営まれる学年・学級づくり
に努めた。

学校行事の企画や回数、取り組みは適切であった。

学校行事の準備や練習に費やす時間は適切であった。

学校行事を通して、達成感を味わったり絆が深まったり、生徒の
成長が見られた。

生
徒
指
導

生徒指導上の問題は全職員で意思統一して、その都度適切に対
応ができた。

支援を要する生徒の課題を共有し、全校的な支援体制で臨め
た。

生徒指導に関する研修が全校的に進められた。

安
全
教
育

施設・用具等を大切に扱い、整理整頓に留意した。

安全点検を確実に実施し、安全が保たれた。

校舎内や教室・廊下等の学習環境が美しく整えられた。

避難訓練が適切に行われ、実際の災害に適応するものであっ
た。

評　価　の　観　点

本年度のカリキュラムはやり残すことなく全て年度内に終えること
ができる。

道
徳
人
権
教
育

道徳の時間を確保し、道徳の年間指導計画がきちんと指導でき
た。

道徳的心情を高め、道徳的実践力につながる指導ができた。

体験活動や実践的な活動を取り入れた道徳教育を実践した。

同和問題をはじめとするあらゆる人権課題を正しく認識できる人
権感覚を高めた。

人権学習支援事業（杉の子学級）は、充実した取り組みができ
た。

自
身
の
教
科
指
導

学習態度の向上に努めた。

毎時間「めあて」「ふり返り」がきちんとできた。

基礎的・基本的な知識や技能を身につけさせることができた。

理解が不十分な生徒に対する手立てを講じることができた。


